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後
援
会
新
役
員
紹
介

２
０
０
５
年
の
後
援
会
活
動
実
績
と
予
定 

●
会
計
監
査

・
4
月
25
日
（
月
）  

本
学
本
館
会
議
室

●
後
援
会
理
事
会

・
5
月
23
日
（
月
）  

ハ
イ
ネ
ス
ホ
テ
ル
久
留
米

●
後
援
会
総
会

・
5
月
28
日
（
土
）  

本
学
本
館
ホ
ー
ル

●
保
護
者
懇
談
会

◆ 
9
月
10
日
（
土
）

久
留
米
会
場
（
久
留
米
工
業
大
学
）

熊
本
会
場
（
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
）

鹿
児
島
会
場
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
ゴ
シ
マ
）

山
口
会
場
（
新
山
口
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
）

広
島
会
場
（
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
広
島
）

松
山
会
場
（
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
松
山
）

◆ 

9
月
18
日
（
日
）

福
岡
会
場
（
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
）

佐
賀
会
場
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀
）

大
分
会
場
（
大
分
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
）

長
崎
会
場
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
）

宮
崎
会
場
（
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
）

沖
縄
会
場
（
ホ
テ
ル
西
武
オ
リ
オ
ン
）

会　長

田中　正氣
（交通機械工学科）

副会長

一木　謙次
（交通機械工学科）

副会長

中村　康成
（機械システム工学科）

大
石　

鋭
一

（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）

山
下　
　

進

（
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）

寺
島　

俊
一

（
交
通
機
械
工
学
科
）

緒
方　
　

栄

（
交
通
機
械
工
学
科
）

長
井　

勇
司

（
建
築
・
設
備
工
学
科
）

林　
　

廣
司

（
建
築
・
設
備
工
学
科
）

仲　

正
二
郎

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
）

日
山　

伸
雄

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
）

三
宅　

義
幸

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
）

藤
山　

正
志

（
環
境
共
生
工
学
科
）

古
賀　

勝
幸

（
別　
　
　
　
　

科
）

●
最
終
学
歴

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
課
程
退
学
（
社

会
学
専
攻
）

●
趣
味
・
特
技

登　

山

つ　

り

●
コ
メ
ン
ト

　

文
学
部
の
な
か
で
過
ご

し
て
き
ま
し
た
の
で
、
異

な
る
文
化
を
持
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

丸山　定巳

●
最
終
学
歴

ア
ル
バ
ー
タ
大
学
院
治
金

学
科

科
学
博
士
課
程

●
趣
味
・
特
技

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
読
書
、

マ
ジ
ッ
ク

●
コ
メ
ン
ト

　

皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に

し
、
良
い
授
業
、
研
究
が

行
な
え
る
よ
う
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 ロバート  ツビトコビッチ

　

わ
が
国
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
中
流
意
識
を
持
ち
、
社
会
主

義
国
家
以
上
に
平
均
化
さ
れ
た
社
会
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た

の
は
そ
れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
い
つ

の
間
に
か
終
身
雇
用
制
や
年
功
序
列
制
は
時
代
遅
れ
と
み
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
の
平
等
で
は
な
く
、
機
会
平
等

や
能
力
主
義
が
強
調
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
格
差
社
会
に
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
大
学
も
出
れ
ば
よ
い
時
代
は
終
わ
り
、
何

を
身
に
つ
け
た
か
、
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
が
厳
し

く
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
よ
り
世
界
的
な
経
済
競
争
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
高
度
化
」「
多
様
化
」「
複
雑
化
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
表
さ
れ
る
現
在
社
会
を
生
き
、
次
の
時
代
を
切
り
拓
く
技

術
者
に
な
る
に
は
学
生
時
代
を
ど
う
過
ご
す
か
が
大
切
で

す
。
本
学
で
は
、
入
学
し
た
ら
な
る
べ
く
早
く
目
標
を
設
定

し
て
自
分
の
専
門
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
専
攻
制
」

を
今
年
度
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
生
活
か
ら

大
学
生
活
へ
の
ス
ム
ー
ス
な
移
行
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援

な
ど
の
た
め
に
、
一
年
生
を
対
象
と
し
て
全
学
科
で
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
工
学
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
本
学
の
特
徴
や
個
性
を
さ
ら
に
強
調
す

る
改
革
が
進
行
中
で
す
。
日
々
新
た
な
り
。
社
会
が
変
わ
り
、

大
学
も
変
わ
り
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
楽
し
く
充
実
し

た
日
々
の
中
で
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

理  

事

新
任
教
員
挨
拶

頑 張る女子クラブ

（RKK 杯女子駅伝で優勝）

学　

長

 

根
本　

 

實
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高
校
生
が
も
の
作
り
の

楽
し
さ
や
工
学
の
面
白
さ

を
体
験
す
る
授
業
を
、大
学

生
、
大
学
院
生
が
Ｔ
Ａ（
教

育
補
助
者
）と
な
っ
て
指
導

す
る「
一
日
大
学
生
」
を
昨

年
よ
り
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
現
在
の

理
科
離
れ
に
対
し
て
、
理

工
系
大
学
へ
の
理
解
と
物

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
就

学
体
験
で
す
。
高
校
生
に

と
っ
て
は
、
よ
り
高
度
な

知
識
、
技
術
の
学
習
へ
の

興
味
の
喚
起
や
課
題
探
求

心
や
創
造
的
志
向
力
の
養

成
、
又
、
進
路
意
識
の
高
揚

と
早
い
時
期
か
ら
の
進
路

指
導
に
役
立
つ
よ
う
に
工

学
の
導
入
的
な
内
容
を
中

心
に
興
味
が
湧
く
よ
う
な

実
験
や
演
習
を
主
と
し
た

授
業
で
す
。

　

本
学
の
学
生
に
と
っ
て

は
、
Ｔ
Ａ
と
し
て
指
導
法

の
検
討
や
準
備
に
も
参
加

し
ま
す
。
高
校
生
が
興
味

を
も
つ
よ
う
な
テ
ー
マ
の

企
画
、
立
案
の
た
め
の
事

前
調
査
や
準
備
の
た
め
の

グ
ル
ー
プ
で
の
勉
強
、
指

導
や
助
言
の
方
法
な
ど
の

検
討
を
行
な
い
、
授
業
内

容
の
予
習
を
重
ね

た
上
で
実
際
に
高

校
生
を
指
導
し
ま

す
。
彼
ら
の
説
明
や

指
導
に
よ
っ
て
、
高

校
生
が
興
味
を
深

め
楽
し
く
学
ぶ
姿

を
見
る
事
で
、
目
的

の
達
成
感
、
充
実
感

を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

機
械
デ
ザ
イ
ン
専
攻

構
造
物
の
強
さ
、
美
し
さ
、
巧
み
さ
に
つ
い

て
機
械
工
学
の
側
面
か
ら
探
求
し
、
創
造
力

豊
か
な
モ
ノ
づ
く
り
の
方
法
、
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
ス
と
デ
ザ
イ
ン
技
術
を
修
得
し
ま
す
。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
材
料
、
作
り
方
、
制
御
方
法

な
ど
を
機
械
工
学
と
知
能
工
学
の
両
面
か
ら

学
び
、
最
新
の
知
識
や
技
術
を
修
得
し
ま
す
。

総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
攻

機
械
工
学
の
知
識
を
ベ
ー
ス
に
、
他
学
科
の

授
業
や
実
験
に
も
参
加
し
て
、
工
学
の
総
合

的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、
視
野
の
広

い
技
術
者
を
目
指
し
ま
す
。

機械システム工学科

交通機械工学科建築・設備工学科

環
境
機
能
専
攻

汚
染
な
ど
で
機
能
（
＝
役
割
）
が
低
下
し
た

水
や
大
気
な
ど
環
境
の
機
能
回
復
技
術
を
学

び
、
修
得
し
ま
す
。

機
能
分
析
専
攻

水
や
大
気
な
ど
環
境
の
低
下
し
た
機
能
の
調

査
・
分
析
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
技
術
を
身
に

付
け
ま
す
。

機
能
開
発
専
攻

人
と
自
然
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
共
生
の
視

点
か
ら
捉
え
て
新
し
い
知
識
を
開
き
（
＝
開

発
）、
文
化
や
社
会
的
背
景
の
違
い
な
ど
も

考
慮
し
て
学
習
し
ま
す
。

環境共生工学科
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
攻

情
報
メ
デ
ィ
ア
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
社
会
浸
透
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
新

た
な
情
報
文
化
を
支
え
る
次
世
代
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
運
用
し
、メ
デ
ィ
ア
と
し
て
情
報

コ
ン
テ
ン
ツ
を
流
通
さ
せ
て
い
く
知
識
や
技

術
を
修
得
す
る
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
攻

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど

を
学
び
、
映
像
、
画
像
、
ゲ
ー
ム
製
作
な
ど

の
実
践
的
な
製
作
技
術
の
修
得
を
目
指
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
専
攻

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
情
報
の
検
索
、

収
集
、
加
工
な
ど
の
総
合
的
な
知
識
や
、
ビ

ジ
ネ
ス
実
務
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
活
用
技
術
な

ど
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る

専
門
知
識
の
修
得
を
目
指
す
。

情報ネットワーク工学科

具体的な将来の進路に合わせ
ムリなく学べる、15の専攻を設けました。

一
日大

学
生

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻

「
一
級
建
築
士
」
を
目
指
し
て
、
地
震
や
火

災
に
対
し
て
安
全
で
、
機
能
的
、
か
つ
人
間

や
環
境
に
優
し
い
建
築
物
の
設
計
や
施
工
に

不
可
欠
な
建
築
学
を
幅
広
く
学
び
ま
す
。

建
築
設
備
デ
ザ
イ
ン
専
攻

衛
生
的
で
快
適
な
空
間
を
実
現
す
る
空
気
調

和
設
備
や
給
排
水
衛
生
設
備
な
ど
の
建
築
設

備
工
学
を
中
心
に
学
び
ま
す
。
卒
業
後
に
「
管

工
事
施
工
管
理
技
士
」
な
ど
の
資
格
取
得
を
目

指
し
て
い
る
学
生
諸
君
の
た
め
の
専
攻
で
す
。

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
攻

美
し
さ
と
安
ら
ぎ
に
あ
ふ
れ
た
室
内
設
計
を

す
る
の
に
不
可
欠
な
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま

す
。
目
標
は「
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
」「
イ

ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
な
ど
の
資

格
取
得
で
す
。

自
動
車
工
学
専
攻

電
子
制
御
や
環
境
の
分
野
に
も
取
組
み
、
現
・

次
代
の
自
動
車
開
発
・
設
計
に
必
要
な
知
識

と
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

自
動
車
エ
ン
ジ
ニ
ア
専
攻
A

2
級
自
動
車
整
備
士
の
資
格
を
習
得
し
、
1

級
自
動
車
整
備
士
養
成
校
へ
の
進
学
を
目
指

す
人
に
も
応
え
う
る
教
育
を
行
い
ま
す
。

自
動
車
エ
ン
ジ
ニ
ア
専
攻
B

自
動
車
の
整
備
を
、
工
学
的
な
視
点
か
ら
、

科
学
的
で
幅
広
い
専
門
知
識
と
し
て
習
得
し

ま
す
。
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今
年
の
就
職
状
況

　

私
は
、
久
留
米
工
業
大
学
（
機
械
工

学
科
）
を
卒
業
し
、
現
在
、
東
洋
硬
化

と
い
う
表
面
処
理
業
者
の
営
業
と
し
て

働
い
て
お
り
ま
す
。
弊
社
の
事
業
内
容

を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、
建
設
機
械

の
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ド
や
オ
ー
ト

バ
イ
の
フ
ロ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
イ
ン
ナ
ー

チ
ュ
ー
ブ
、
リ
ア
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー

バ
ー
ロ
ッ
ド
等
の
硬
質
ク
ロ
ム
メ
ッ
キ

再
生
を
主
業
務
と
し
、
そ
の
他
、
無
電

解
ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
、
ア
ー
ク
イ
オ
ン

プ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
ハ
ー
ド
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生

時
、
先
生
方
か
ら
こ
の
会
社
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
現
在
に
至
る
の
で
す
が
、

今
考
え
れ
ば
大
学
生
活
4
年
間
を
も
っ

と
有
意
義
な
も
の
に
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
と
き
が
多
々
あ
り
ま
す
。

「
高
校
卒
業
後
の
就
職
」
と
い
う
言
葉

に
実
感
が
わ
か
ず
、
私
は
「
と
り
あ
え

ず
・
・
・
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
大
学

に
進
学
し
ま
し
た
。
何
が
や
り
た
い
と

い
う
訳
で
も
な
く
、
開
講
さ
れ
て
い
る

講
義
を
た
だ
受
講
し
、
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
は
経
過
し
て
い
き
ま
し
た
。
同

年
代
な
の
に
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い

る
地
元
の
友
人
、
希
望
す
る
職
種
を
決

め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
着
々
と
準
備
を

し
て
い
る
大
学
の
友
人
と
み
て
い
る
と
、

羨
ま
し
い
と
い
う
気
持
ち
と
同
時
に
、

焦
り
さ
え
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

学
科
の
先
生
方
に
相
談
し
、
会
社
を
紹

介
し
て
も
ら
っ
て
工
場
見
学
に
行
っ
た

り
、
自
分
で
探
し
た
り
と
、
今
ま
で
の

無
駄
に
し
た
時
間
を
取
り
戻
す
た
め
に

必
死
に
な
っ
て
探
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、「
こ
こ
の
会
社
は
ど
う
？
面
白
い
こ

と
や
っ
て
る
よ
。」
と
お
教
え
戴
い
た
の

が
、
東
洋
硬
化
で
し
た
。
早
速
、
会
社

訪
問
し
、
実
際
に
工
場
を
見
せ
て
戴
い

た
ら
、
メ
ッ
キ
業
者
な
の
に
機
械
加
工

の
充
実
、
ア
ー
ク
イ
オ
ン
プ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
施
設
等
、
機
械
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
多
さ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
事
業

内
容
の
幅
の
広
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
無
事
に
大
学
生
活
を
終
え
、

東
洋
硬
化
本
社
の
営
業
部
門
と
し
て
配

属
さ
れ
ま
し
た
。
営
業
に
な
っ
て
、
材

料
や
表
面
処
理
な
ど
自
己
流
で
は
あ
り

ま
す
が
、
勉
強
し
直
し
ま
し
た
。「
な
ん

で
、
大
学
の
と
き
も
っ
と
真
剣
に
聴
い

て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
だ
っ
た

ら
、
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と
が
前
以

上
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
う
一
度
、

学
校
行
っ
て
み
た
い
」
と
よ
く
後
悔
し

ま
す
。
最
後
に
一
言
、
在
校
生
に
私
が

社
会
に
出
て
感
じ
た
こ
と
を
言
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
4
年
生
に
な
っ

て
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
と
い
う
考

え
は
捨
て
ま
し
ょ
う
。
早
い
う
ち
に
方

向
性
を
決
め
、
4
年
生
ま
で
に
必
要
な

知
識
を
習
得
し
、
実
際
の
採
用
試
験
に

備
え
る
。
こ
の
期
間
が
就
職
活
動
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。
就
職
難
は
ま
だ
ま
だ

続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し

て
い
ま
す
。

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の

新
入
生
に
対
す
る
宿
泊
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
4
月

16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
説
明
や
、
4
年

間
の
履
修
プ
ラ
ン
の
作
成
な

ど
研
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
個
人
に
直
接
話
し
か
け
、

交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学

科
で
は
学
生
相
互
及
び
教
員

と
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
願

い
4
月
16
日
に
実
施
さ
れ
た

「
第
8
回
久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー

チ
」
10
㎞
コ
ー
ス
に
学
生
60

名
、教
員
16
名
が
参
加
し
ま
し

た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
目
的
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
と

も
に
久
留
米
の
土
地
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
1
日
で
し
た
。

機械システム工学科

平
成
17
年
度
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

情報ネットワーク工学科

　

交
通
機
械
工
学
科
新
入
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
5

月
29
日
に
美
弥
サ
ー
キ
ッ
ト

に
於
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
ス
ー
パ
ー
耐
久

美
弥
500
㎞
レ
ー
ス
」
を
見
学

し
ま
し
た
。
世
界
を
代
表
す

る
車
種
の
耐
久
レ
ー
ス
で
あ

る
今
回
の
レ
ー
ス
を
見
る
こ

と
で
、
自
動
車
技
術
に
対
す

る
興
味
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

環
境
共
生
工
学
科
で
は
新

入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

4
月
8
日
か
ら
9
日
に
か
け

て
日
田
市
山
水
館
で
実
施
し
ま

し
た
。大
学
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス

等
の
他
に
日
田
市
環
境
課
か
ら

日
田
市
の
環
境
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た

り
、国
土
交
通
省
環
境
施
設「
朝

霧
の
館
」を
訪
ね
る
な
ど
研
修

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

写
真
は「
朝
霧
の
館
」を
訪
問
し

た
時
の
も
の
で
す
。

交通機械工学科環境共生工学科

　

建
築
・
設
備
工
学
科
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
4
月

23
日
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
学

生
55
名
、
教
員
10
名
の
参
加

で
、
実
地
し
ま
し
た
。
水
処

理
施
設
や
海
水
淡
水
化
施
設

な
ど
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
支
え

る
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
設
備

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、

新
入
生
同
士
の
親
睦
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

別
科（
自
動
車
工
業
専
修
）

の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
4
月
20
日
か
ら
21

日
の
１
泊
2
日
で
八
女
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
に
て
行
い
ま
し

た
。
各
々
の
自
己
紹
介
、
班
毎

の
親
睦
会
、体
育
館
で
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
等
を
通
し
て
学
生
と
教
員

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

建築・設備工学科別　科（自動車工業専攻）

　

毎
年
2
月
初
旬
に
開
催
し

て
い
る
学
内
合
同
企
業
面
談

会
に
は
50
社
〜
70
社
が
ひ
と

つ
の
会
場
に
集
ま
り
、
本
学

学
生
に
対
し
て
、
企
業
ア
ピ
ー

ル
を
行
っ
て
い
る
。
企
業
ご

と
の
ブ
ー
ス
を
つ
く
り
、
訪

れ
た
学
生
に
事
業
内
容
、
募

集
要
項
、
採
用
情
報
等
の
提

供
や
意
見
交
換
、
説
明
を
行
っ

て
い
る
。
企
業
に
よ
っ
て
は

こ
こ
か
ら
選
考
開
始
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

参
加
し
て
い
る
学
生
に
た
ず

ね
る
と
「
志
望
業
界
は
あ
る
程

度
き
め
て
い
る
が
、
具
体
的

な
業
務
内
容
が
採
用
担
当
者

学
内
合
同
企
業
面
談
会

か
ら
は
じ
め
る
本
格
的
な
就
職
活
動

「
学
生
と
企
業
と
の

出
会
い
の
場
」

か
ら
直
接
聞
け
る
こ
と
が
大

変
よ
い
」、「
1
日
で
い
く
つ
も

の
企
業
を
効
率
的
に
回
れ
る

の
が
良
い
」、
な
か
に
は
多
く

の
採
用
担
当
者
と
話
す
こ
と

で
面
接
試
験
の
た
め
の
練
習

に
利
用
し
て
い
る
学
生
も
い

る
。
大
半
の
学
生
は
こ
の
面

談
会
か
ら
本
格
的
な
就
職
活

動
を
開
始
し
て
い
る
。

平
成
17
年
3
月
卒
業
の
就

職
希
望
者
の
就
職
決
定
率

は
97.9
％
と
な
っ
た
。
こ
の
数
値
は
、
全
国
私
立
平
均
よ

り
も
5
％
高
く
、
又
、
九
州
地
区
平
均
よ
り
も
6.2
％
高

く
、
九
州
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
就
職
率
と
な
っ
た
。
今

年
度
の
就
職
希
望
者
は
291
名
で
100
％
の
就
職
率
を
目
指
し

て
教
職
員
一
同
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

機械工学科平成15年卒

井 手 祐 允
（株）東洋硬化
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平成18年度久留米工業大学入試説明会を開催

講座名 講座内容 対象者 人数 開催日時

パソコン
入門講座

〈夏季〉※1

パソコンの基本的操作イン
ターネットにアクセスする

一般／

パソコン初心者
30名

2005／
6／10（金）
18:30～20:30

インター
ネット

入門講座
〈夏季〉※1

● インターネットとwww

● webブラウザの操作

● 電子メール

一般／
ワープロを使える人

パソコン
入門講座受講者

30名
2005／
6／17（金）
18:30～20:30

こども
科学教室※2
水の中を調べ
てみよう！

私達の身近にある「水」の中に
何が含まれているのか調べて
みよう

小学生（4年生以上）
とその保護者

10組
2005／
7／30（土）
13:00～16:00

こども
英会話教室

※2
（全3回）

● あいさつから始めよう。

● 数と色を英語で言おう

● 将来の夢を話そう

● 小学生（3年生以上）
とその保護者

● 3回連続して参加
できる方

10組

2005／
10／29（土）
11／5（土）
11／12（土）
13:00～16:00

パソコン
入門講座

〈秋季〉※1

● パソコンの基本的操作

● インターネットにアクセス
する

一般／
パソコン初心者

午前30名

午後30名

2005／
10／29（土）
9:30～12:00
13:30～16:00

インター
ネット

入門講座
〈秋季〉※1

● インターネットとwww

● webブラウザの操作

● 電子メール
一般／

ワープロを使える人

パソコン入門
受講者

午前30名

午後30名

2005／
11／5（土）
9:30～12:00
13:30～16:00

表計算
入門講座※1

● excel基本操作
● 表計算
● グラフの作成

30名
2005／
11／12（土）
13:30～16:00

区分 エントリー申込期間 出願日程及び面接日 合格発表日

AO入試 8月2日（火）～
3月24日（金）まで随時

エントリー受付後、相談によ
り出願日程、面接日を決定 後日通知

募集区分 出願期間 試験日 合格発表日

前期推薦入試 10月31日（月）～
11月17日（木） 11月19日（土） 11月25日（金）

後期推薦入試 12月5日（月）～
12月21日（水） 12月23日（金） 12月28日（水）

前期一般入試 1月10日（火）～
2月2日（木） 2月3日（金）・4日（土） 2月7日（火）

後期一般入試 2月20日（月）～
3月14日（火） 3月16日（木） 3月23日（木）

センター利用
前期入試

1月10日（火）～
2月10日（金） 本学独自の試験は

実施しない

2月17日（金）

センター利用
後期入試

2月20日（月）～
3月14日（火） 3月23日（木）

募集区分 出願期間 試験日 合格発表日

工学部
編入学試験

6月1日（水）～
2月28日（火）まで随時 出願後、相談により決定 後日通知

募集区分 出願期間 試験日 合格発表日

前期推薦入試 10月3日（月）～
10月13日（木） 10月15日（土） 10月20日（木）

中期推薦入試 10月31日（月）～
11月17日（木） 11月19日（土） 11月25日（金）

後期推薦入試 12月5日（月）～
12月21日（水） 12月23日（金） 12月28日（水）

前期一般入試 1月10日（火）～
2月2日（木） 2月3日（金）・4日（土） 2月7日（火）

後期一般入試 2月20日（月）～
3月14日（火） 3月16日（木） 3月23日（木）

大学院推薦・
AO入試

4月1日（金）～
3月24日（金）まで随時 出願後、相談により決定 後日通知

大学院
一般入試

2月1日（水）～
2月22日（水） 2月28日（火） 3月3日（金）

平成18年度  久留米工業大学  入学試験日程
■工学部

■別　科

■大学院

平成17年度公開講座

下記の日程で筑後地区、福岡地区、佐賀地区

の三ヶ所において本学独自の入試説明会を

開催しました。

たくさんの校長

先生や進路指導

担当の先生方に

出席いただき、

大盛況でした。

日 時
場 所
出 席 者 数

：
：
：

平成17年 5月 10日（火）
久留米「ハイネスホテル」
31校 42名

筑 後 地 区

日 時
場 所
出 席 者 数

：
：
：

平成17年 5月 12日（木）
博　多「 都 ホ テ ル 」
36校 39名

福 岡 地 区

日 時
場 所
出 席 者 数

：
：
：

平成17年 5月 18日（水）
佐　賀「 龍 登 園 」
21校 22名

佐 賀 地 区

オープンキャンパス日程
　平成17年度のオープンキャンパスが下記の
日程で行われます。
　模擬授業を中心に実験や実習が体験できる
催しや、展示・施設の開放など盛りだくさんの
企画を用意しています。

● 第 1 回目：平成 17 年 7 月 2 日（土）

● 第 2 回目：平成 17 年 8 月 7 日（日）

● 第 3 回目：平成 17 年 9 月 3 日（土）

※受講料は無料です。（但し※ 1 はテキスト代・※ 2 は材料費として 1,000 円頂きます）



久工大だより 第 47号（4）平成17年7月10日久工大だより（5）第 47号 平成17年7月10日

　

韓
国
か
ら
編
入
し
た
安
盛

尽
（
ア
ン
ソ
ン
ジ
ン
）
と
申
し

ま
す
。
久
留
米
工
業
大
学（
以

下
、
久
工
大
）
に
編
入
し
た

目
的
は
、
韓
国
よ
り
先
進
化

さ
れ
て
い
る
機
械
の
技
術
を

習
う
た
め
で
す
。

　

日
本
の
大
学
の
中
で
久
工

大
を
決
め
た
理
由
は
、
ま
だ

久
工
大
は
外
国
留
学
生
が
い

　

日
本
に
来
た
理
由
は
日
本

の
技
術
を
習
い
た
い
か
ら
で

す
。
新
し
い
場
所
、
新
し

い
人
、
新
し
い
言
語
の
た
め

日
本
で
の
生
活
は
簡
単
で
は

な
い
と
言
う
事
は
日
本
に
来

る
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
。
自
分
の
英
語
の
知
識
は

世
界
の
ど
こ
で
も
役
に
立
つ

と
考
え
ま
し
た
け
れ
ど
も
そ

れ
は
全
然
だ
め
で
し
た
。
英

語
を
な
か
な
か
話
せ
な
い
人

が
多
く
て
同
期
の
学
生
と
も

話
す
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
そ
の
時
に
竹
中
先

生
の
研
究
室
の
学
生
た
ち
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
お
世
話
に
な

な
い
の
が
私
に
は
魅
力
で
し

た
。
留
学
生
が
多
か
っ
た
ら

日
本
語
の
勉
強
に
は
良
く
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
年
編
入
し
て
か
ら
大

学
の
先
生
た
ち
と
近
所
の
人

た
ち
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
か
ら
の

希
望
と
い
う
か
、
将
来
は
韓

国
と
交
流
が
あ
る
会
社
ま
た

は
、
機
械
を
作
る
会
社
で
機

械
の
設
計
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
日
本
で
就
職
す

る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
一
生
懸
命
す
れ
ば
、
い

い
結
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

が
ん
ば
り
ま
す
。

り
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
ど

ん
ど
ん
時
間
が
経
っ
て
来

て
日
本
に
な
れ
ま
し
た
。
少

し
日
本
語
も
習
っ
て
今
ほ
と

ん
ど
の
事
が
よ
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
大
学
の
勉
強
の
た

め
の
資
源
は
と
っ
て
も
い
い

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

い
つ
で
も
使
え
、
P
C
も
十

分
あ
り
ま
す
。
大
学
図
書
館

に
は
研
究
の
た
め
必
要
な
本

の
英
語
版
が
あ
ま
り
置
い
て

な
い
け
れ
ど
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
資
源
を
使
っ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
食
事
は
あ
ま

り
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
日
本
食
は
健
康
に
い
い

の
で
好
き
で
す
。
日
本
は
留

学
生
に
と
っ
て
多
少
の
問
題

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど

勉
強
の
環
境
は
と
っ
て
も
い

い
と
思
い
ま
す
。

M
y life

 a
s a

 S
tu

d
e
n
t 

in
 Ja

p
a
n

ト　ピ　ッ　ク　ス

　

平
成
16
年
12
月
28
日
、
本

学
と
大
韓
民
国
馬
山
大
学
と

の
間
の
学
術
及
び
教
育
の
分

野
に
お
け
る
交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
、
学
術
交
流
協
定

が
調
印
さ
れ
た
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
平

成
17
年
4
月
よ
り
、
一
名
の

学
生
が
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学

科
へ
編
入
学
し
た
。

　

交
流
事
業
の
内
容
は
、
教

職
員
及
び
研
究
者
・
学
生
の

交
流
と
共
同
研
究
及
び
教
育

活
動
と
教
育
及
び
研
究
に
関

す
る
資
料
図
書
の
交
換
な
ど

で
あ
る
。

　

ま
た
、
4
月
12
日
に
馬
山

大
学
の
李

揆
学
長
が
来

学
さ
れ
、
本
学
の
根
本
学
長

と
今
後
の
両
大
学
間
の
交
流

事
業
の
一
層
の
推
進
に
つ
い

て
、和
や
か
に
懇
談
さ
れ
た
。

大
韓
民
国
馬
山
大
学

と

学
術
交
流
協
定
調
印

留
学
生
の
感
想
文安 盛 尽ラナ ニラジ

　

平
成
17
年
3
月
17
日
に
R
K
B-

T
V
「
探

検
！
九
州
」
で
放
映
さ
れ
た
番
組
「
魔
法
の
ガ
ラ

ス
玉
」
は
、
本
研
究
室
で
受
託
研
究
と
し
て
取
組

ん
で
い
る
内
容
の
一
部
で
す
。
機
能
性
バ
イ
オ

ガ
ラ
ス
と
は
、
ト
ル
マ
リ
ン
鉱
石
と
麦
飯
石
を

個
別
に
溶
解
し
て
球
状
に
ガ
ラ
ス
化
し
た
も
の

（
写
真
）
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
自
動
車
ラ
ジ

エ
タ
ー
の
リ
ザ
ー
バ
ー
タ
ン
ク
に
沈
積
す
る
こ

と
に
よ
り
燃
焼
を

改
善
す
る
も
の
で

す
。
バ
イ
オ
ガ
ラ

ス
は
従
来
の
励
起

作
用
と
は
異
な
り
、

燃
焼
室
周
り
の
冷

却
水
に
何
ら
か
の

影
響
を
与
え
て
燃

焼
を
促
進
し
て
い

る
も
の
と
想
定
し

て
解
明
中
で
す
。

「
機
能
性
バ
イ
オ
ガ
ラ
ス
に
よ
る

自
動
車
燃
費
低
減
研
究
に
つ
い
て
」

交
通
機
械
工
学
科 

渡
邉　

孝
司

四

方

八

方

祭
　

6
月
5
日
（
日
）、
久
留
米
百
年
公
園
で
「
環
境
フ
ェ

ア
２
０
０
５
in
久
留
米
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら

は
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
熱
工
学
研
究
室
が
参
加
し
た
。

２
０
０
２
、２
０
０
３
お
よ
び
２
０
０
４
年
に
久
留
米
市（
久

留
米
工
業
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
降
っ
た
酸
性
雨
の
実
態
を

展
示
し
た
。
4.2

 

pH
〜
6.7

 

pH
の

範
囲
の
酸
性
雨
お
よ
び
ア
ル

カ
リ
雨
が
降
っ
た
こ
と
を
体

験
し
た
参
加
者
は
驚
か
れ
て

い
た
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
本
ブ
ー
ス
を
訪
れ
盛
況

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
環
境
問

題
の
専
門
家
の
方
も
数
名
訪

問
さ
れ
て
、
熱
心
な
議
論
を

交
わ
す
一
幕
も
あ
っ
た
。

環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
５
in
久
留
米

平成17年6月11日（土）文化系サーク

ルの祭りである“四方八方祭”が開催

され、多くの学生が参加し、趣向をこ

らした出し物を楽しみました。

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

井
上　

利
明

本
学
、
環
境
共
生
工
学
科
の
深
野

徹
教
授
が
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大

学
で
行
わ
れ
た
米
国
機
械
学
会
主

催
の
『
第
3
回
I
C
M
M
2
0
0
5

（
マ
イ
ク
ロ
及
び
ミ
ニ
管
路
内
流
れ

に
関
す
る
国
際
会
議
）』（
6
月
13
〜

15
日
）
に
お
い
て
米
国
機
械
学
会
か
ら
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。

　

深
野
教
授
は
、
液
体
か
ら
気
体
へ
変
化
し
な
が
ら
流
れ
る

際
の
熱
流
動
（
気
液
二
相
流
）
現
象
の
研
究
の
中
で
、
10
年

以
上
前
か
ら
熱
交
換
量
が
高
い
細
管
内
の
流
れ
の
現
象
に
い

ち
早
く
目
を
つ
け
研
究
を
重
ね
て
い
た
。
今
回
は
、
ト
ロ
ン

ト
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
、
す
な
わ
ち
最
近
急
速
に

研
究
が
進
ん
で
い
る
非
常
に
小
さ
な
ス
ケ
ー
ル
内
で
の
流
れ

に
関
す
る
こ
の
会
議
で
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
際
永
年

の
研
究
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
機
械
学
会
よ
り
功

労
賞
が
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
の
功
労
賞
の
受
賞
者
は
、
今
回
全

世
界
で
三
人
と
い
う
権
威
あ
る
賞
で
あ
っ
た
。

深
野
教
授
が
、米
国
機
械
学
会
よ
り
功
労
賞
を
受
賞
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最
近
、
学
生
諸
君
の
中

に
は
礼
節
を
身
に
付
け
て

い
な
い
の
で
は
無
か
ろ
う

か
と
、
感
じ
ら
れ
る
者
が

多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
い
い
意
味
で
言
え

ば
自
由
奔
放
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
時
と
場
所
を
わ

き
ま
え
て
行
動
し
な
け
れ

ば
、
社
会
か
ら
は
礼
儀
や

節
度
の
無
い
者
と
し
て
し

か
見
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

諸
君
の
日
常
生
活
に
お

い
て
、
講
義
中
に
平
気
で

退
席
す
る
者
や
、
遅
刻
し

て
も
堂
々
と
教
室
に
入
っ

て
く
る
者
等
が
い
る
。
こ

れ
ら
は
礼
節
に
欠
け
る
行

為
で
あ
る
。
礼
節
を
身
に

付
け
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
、

少
し
頭
を
下
げ
て
会
釈
を

し
な
が
ら
、
退
室
や
入
室

を
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
礼
節
は
日
本
古
来

の
美
徳
で
あ
り
、
昔
か
ら

「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知

る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
社

会
常
識
な
の
で
あ
る
。
諸

君
は
こ
れ
か
ら
社
会
に
出

て
い
く
と
、
社
会
人
と
し

て
世
間
の
人
は
厳
し
い
眼

で
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
今
ま
で
の
よ
う

な
学
生
と
し
て
の
甘
え
は

許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
T
P
O
を
充
分

わ
き
ま
え
て
、
礼
節
を
守
っ

て
行
動
し
て
欲
し
い
。

参
与
（
学
生
担
当
）　

芹　

野　

正　

幸

　

愁
華
祭
は
今
年
で
記
念
す

べ
き
30
回
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
後
援
会
・
同
窓
会
を
は
じ

め
、
保
護
者
の
方
々
な
ど
の

御
支
援
、
御
協
力
あ
っ
て
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
紙

面
を
お
借
り
致
し
ま
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
愁
華
祭
は
10
月

22
（
土
）・
23
日
（
日
）
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
今

年
の
愁
華
祭
の
テ
ー
マ
は

「M
e
ssa

g
e

（
メ
ッ
セ
ー

ジ
）」
で
す
。
私
た
ち
実
行

委
員
一
人
ひ
と
り
が
日
々
感

じ
て
い
る
こ
と
や
、
愁
華
祭

へ
の
熱
い
思
い
を
来
て
頂
い

た
方
々
に
愁
華
祭
を
通
し
て

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

こ
の
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

今
年
の
催
し
物
と
致
し
ま
し

て
は
、
毎
年
恒
例
、
豪
華
景

品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
、

伝
統
的
な
衣
装
を
見
に
纏
い

操
り
広
げ
ら
れ
る
沖
縄
県
人

会
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
、
学
園

祭
の
目
玉
と
な
る
芸
能
人
企

画
な
ど
様
々
な
企
画
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
三
十
回
を
記
念
し
、
新
し

い
試
み
と
し
て
、
福
岡
全
域

の
方
々
に
よ
る「
よ
さ
こ
い
」

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
他

に
も
久
留
米
で
活
動
中
の
イ

ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る

「
ラ
イ
ブ
演
奏
」
な
ど
、
本

学
の
学
生
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
以
外
の
一
般
の
方
々
に

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
、
多
彩
な
催
し
物
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
愁
華
祭
実

行
委
員
会
一
同
、
皆
様
の
御

来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
度
に
入
り
す
で
に
数
ヶ

月
が
経
ち
、
新
入
生
の
皆
さ

ん
は
大
学
生
活
に
慣
れ
て
き

た
事
と
思
い
ま
す
。

　

体
育
会
は
体
育
会
系
サ
ー

ク
ル
の
総
ま
と
め
で
あ
り
、

各
サ
ー
ク
ル
と
学
校
の
連
携

を
計
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
仕
事
は
、
週
一
回
の
サ
ー

ク
ル
の
主
将
を
集
め
て
の
主

将
会
議
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
や
研
修
会
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も

他
大
学
と
の
交
流
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
は
体
育
会
本
部
に
入

り
、
責
任
の
重
さ
や
、
礼
儀

作
法
な
ど
た
く
さ
ん
の
事
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
体
育
会

を
通
じ
て
の
友
人
も
た
く
さ

ん
増
え
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
も

大
学
生
活
を
充
実
し
た
も
の

に
す
る
た
め
に
何
か
に
打
ち

込
ん
で
み
て
は
ど
う
か
と
思

い
ま
す
。
大
学
生
活
を
振
り

返
っ
た
時
必
ず
良
い
思
い
出

に
な
る
事
と
思
い
ま
す
。

委

員

長

交
通
機
械
工
学
科
３
年　

松　

永　

竜　

太

委

員

長

交
通
機
械
工
学
科
４
年　

三　

宅　

康　

博

愁
華
祭

　

実
行
委
員
長

体
育
会

　

本
部
会
長

女 子 ク ラ ブ 健 闘 中 !!
昨年創部された女子クラブ（女子駅伝、女子バスケット）は創部 1 年目で期待通りの活躍をしています。
工学系の女子クラブは少なく、他大学からの注目を浴びています。
最近の主な活躍は次の通りです。

・16年秋九州学生リーグ3部で全勝優勝を飾り2部に昇格
・17年5月　九州学生選手権7位（ベスト8）
・17年5月～6月福岡県リーグ戦全勝優勝

・17年2月第2回全日本大学女子選抜駅伝に森永さんが出場
・17年2月RKK女子駅伝競走大会一般の部優勝
・17年5月九州学生陸上競技対抗選抜800mで2位

● 女子バスケット部 ● ● 女子駅伝部 ●
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